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炭素節電シート製品例

■ 不燃・省エネ 炭素節電シート 製品例

屋内用：デコカーボ® 屋外用：カーボンウェーブ®

不燃・省エネ
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京都産業エコ推進機構
京都エコスタイル製品認定

(2012)

受賞歴 屋内用：デコカーボ® 屋外用：カーボンウェーブ®

2012年 3月 京都産業エコ推進機構「京都エコスタイル製品2011」に認定

2012年 7月 滋賀エコ・エコノミープロジェクト「しが低炭素リーダー賞」受賞

2012年12月 関西ニュービジネス協議会よりNBK大賞2012を受賞

2013年 9月 ものづくり中小企業・小規模事業者試作開発等支援事業に採択

2014年 3月 炭素節電シートが第９回「滋賀CSR経営大賞奨励賞」を受賞

2014年 8月 龍谷大学理工学部と共同開発の炭素節電シートが京都市よりオスカー認定

2017年12月 経済産業省より大木工藝が「地域未来牽引企業2017」に選定

2023年1月 令和5年度「環境技術実証事業の実証事業」において

環境省より実証技術候補として選定

2023年5月 滋賀県環境保全協会より

                   「滋賀県環境保全協会長賞 環境技術開発 部門」受賞

滋賀エコ・エコノミープロジェクト
しが低炭素リーダー賞受賞

(2012)

京都市オスカー企業認定
(2014)

経済産業省より大木工藝が
「地域未来牽引企業2017」に選定

関西ニュービジネス協議会
NBK大賞受賞（2012）



炭素節電シート「デコカーボ®」

壁紙・ブラインド用
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炭素節電シート特許
日本特許：第5805772号

第6498384号
第6899600号

米国特許：US 11,193,269
中国特許：ZL201880002068.X

ブラインド特許：第6729927号

デコカーボ(壁紙)・カーボンウェーブ
日本・米国・中国特許取得
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通気性の良い繊維や紙などの材料は、より節電効果と

CO2の削減に貢献し、不燃で安心な空間が実現します。

特長

住宅・オフィス・会議室の開口部
(壁/天井)・ブラインド・床、絨毯の下に

■ 防火認定の不燃性、準不燃性を取得

F★★★★(Fフォースター)取得

■ 約27％節電によりCO2削減に貢献

純度99.9％の炭素シートは面方向の

熱伝導率が高く、厚み方向は断熱効果が非常に高い

■ 優れた導電性を応用し、電磁波を遮蔽、

静電気除去によりハウスダストを抑制

■ 廃プラ活性炭で悪臭を半永久的に吸収(オプション) 

■ ウイルスを不活化し二次汚染を防止(オプション) 長期間有効

面方向は六角形の結晶構造で

アルミより熱伝導率が高い

（300W/m・K）

厚さ方向は多層構造で

熱伝導が4～5W/m・Kと

低く、断熱材として優秀

ご希望の風合い素材によるカスタムメイドが可能です。但し加工条件・機能特性上できない素材もあります。
サンプルはイメージです。弊社からクロスメーカー様に対しては炭素裏貼りのみの提供となります。

壁クロス・素材構成例

クロス・紙・西陣織など様々(t：約80～145g)

炭素シート純度99.9%
(t：約0.05mm 50μ)
オプション：廃プラ活性炭

※ 表面材料は通気性があれば、紙・布・樹脂製
なんでも使用可能です。

裏紙(二層紙_t：約40g/㎡)

※ 二層紙…二層紙の1枚をはがすと1枚が下地に
残ることで貼り替え作業が簡単にできます。

炭素節電シート「デコカーボ®」

壁紙・ブラインド用



■ 試験方法

・試験機：コーンカロリーメーター
・試験区部

防火材試験の「発熱性試験」（不燃試験として測定時間は20分）
      試行3回（n=3）で実施

■ 試験条件

・幅射量 ：50.0kW/㎡ (ヒーター温度：743.9℃)

・排気流量：0.024 m3/sec (排気温度：24.8℃、排気圧力：148.760Pa)

・室温/湿度/気圧：23.8℃ 40％ 1018hPa

・試験時間：1200sec (20.0 min) ※20分間
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仕様

■ 層間の炭素シートが「不燃壁クロス」を実現！
建物の防火スペックを塗り替える、画期的建材です

新住宅・ビルに省エネ基準として窓・壁・天井の断熱が義務化されます。

断熱材は発砲ウレタンやグラスウールを外壁と内壁の間に外断熱材

（JIS規格：0.041W/m・Ｋ以下）として入れますが、さらに内断熱として

部屋の壁・天井に炭素節電シートを貼ることで部屋の

冷暖房効果が上がります。

2015年9月3日アキレス株式会社にて8畳の部屋でエアコンを14日にわたり、

断熱材のない塩ビ壁紙と炭素壁紙との省エネ比較実験データを取得しました。

炭素壁紙は塩ビ壁紙より約27％消費電力が削減できたという極めて

良いデータ結果がでました。

炭素シートを貼ることで、省エネ効果が倍増し、

CO2削減にも期待できます。

2025年度から新築住宅・小規模ビル省エネ義務化！

今回はn=3でコーンカロリー発熱性
試験を実施しました。全てのサンプル
において試験開始2～3分後に薄い白煙
がみられましたが、着火の様子が
見られず基準値8MJ以下であり合格判
定となりました。

撥水加工済

不燃

発熱性試験による不燃試験データ

■ 防油加工済
■ 撥水加工済で汚れた水を拭き取り可能です。

東武化学 株式会社
（一般社団法人日本壁装協会委託）

炭素節電シート「デコカーボ®」

壁紙・ブラインド用



炭素壁紙 消費電力測定結果

■ 温度取りのデータ(室内温度測定結果)
赤：塩ビ壁紙施工部屋 上部
ピンク：塩ビ壁紙施工部屋 下部
青:炭素シート施工部屋
上部水色：炭素シート施工部屋 下部

■ 測定方法
・同様な空間２つに塩ビ壁紙と炭素壁紙を
天井、壁面に各々施工。

・設定温度28℃でエアコンを14日間稼働。
・それぞれの消費電力量を測定し、消費電力量を比較。

■ 消費電力量 塩ビ壁紙 ＞ 炭素壁紙
・測定期間中の消費電力量：塩ビ壁紙 93.5kWh、
炭素壁紙 68.3kWh、差は25.2kWh。

・炭素壁紙は塩ビ壁紙よりも約27％消費電力が
削減できた。

・室内温度については、室内温度変化のグラフから
塩ビ壁紙よりも炭素壁紙のほうが
変化幅は小さいことが確認できました。

今回の結果

■消費電力量測定結果（設定温度:28℃、測定期間：14日）

測定日
消費電力量(kWh) 外気温(℃)

塩ビ壁紙 炭素壁紙 差 最高気温 最低気温 平均気温

合計(補正値)

試験棟A 試験棟B

室内サイズはほぼ同じ
室内空間：30㎥(約8畳)比較実験

室内温度経時変化

塩ビ壁紙 炭素壁紙

塩ビ壁紙 炭素壁紙

上記データより電力削減によるCO2排出量の計算（京都市：約72万世帯1ヶ月の場合：㈱大木工藝計算）

CO2排出量(kg)＝使用した電力量(kWh)×CO2排出係数(kg/kWh)電力料金(円)＝電力量単価(円/kWh)×使用した
電力量(kWh)CO2排出量＝電力料金÷電力量単価×CO2排出係数(kg/kWh)電力量単価26.19（円/kWh）、
CO2排出係数0.493(kg/kWh)関西電力の数値を使用し、計算を行った。エアコンの月の使用料金を5,000円とすると
CO2排出量＝5,000÷26.19×0.493CO2排出量は約94(kg)。電力料金を3,650円とすると(5,000円の27％)
CO2排出量は約69(kg)。27％料金が節約されると94-69=25、1世帯あたりCO2排出量が25kg削減。
京都の世帯数が約717,000であることから717,000×25＝1ヶ月に17,925(t)のCO2の排出量が削減できる。

2015.9.3 アキレス㈱

炭素節電シート「デコカーボ®」

壁紙・ブラインド用 試験データ
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炭素シートを屋根・瓦の下に敷くことで面方向への高い熱伝導で
室温を直接屋根や外壁に伝えて素早く融雪。
夏場のヒートアイランド現象の緩和にも役立ちます。

〈カーボンウェーブ®シート〉を壁・天井材に貼り合わせて室温を伝達、壁内・屋根裏の空気層で暖気を
スレート、屋根等に伝え、融雪に貢献します。

〈カーボンウェーブ®シート〉熱伝達性により、
ヒートパイプ間隔5cm→30cmに拡張可能！
施工手間の軽減と資材の節約に貢献します。

炭素シート
(t：約0.05mm_50µ)

不織布：耐水性

(t：約20g/㎡)

システム例

屋根裏・天井・床下に貼る事で冷暖効果をよりアップ

屋根裏は部屋の暖房で温められた空気が上に昇るので融雪効果になり、

床暖房は温度が上がるほど、遠赤外線放射が強くなり健康にも良いとされています。

暖房・冷房効率アップで
省エネ(夏・冬期)

屋根軒上 融雪(冬期)
屋根 冷却(夏期)

〈カーボンウェーブ®シート〉

〈カーボンウェーブ®シート〉
室温熱伝導・節電約27%・不燃

※ 寒冷地はスレートもしくは金属

温熱・冷却循環
パイプ埋設

〈カーボンウェーブ®シート〉

温水・冷却循環パイプ埋設

炭素は熱伝導が高いため、曇ったり日が落ちると急速に
温度が下がるためコンクリートに使用すると熱がこもらず省エネです。

〈カーボンウェーブ®シート〉

玄関アプローチ 融雪(冬期)
玄関アプローチ 冷却(夏期)

※エコ炭混入路面材（保水・保温）

現状のパイプ敷き込みからコンクリート
敷設作業風景(弘前大学・実証実験例)

冷
温
熱
変
換
装
置

家
庭
用
水
器

温水循環パイプ・地下水循環パイプ(温冷)

温熱の遠赤外線放射で
健康効果も期待できます

夏期は冷水循環による冷却効果で
ヒートアイランド化を予防！

冬期は温水循環による温熱効果で
積雪を予防！

融雪材屋根・地面施工
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炭素シート
(t：約0.05mm_50µ)

不織布(アルミ蒸着)

(t：約40g/㎡)

炭素の熱伝導300W/m・Kにより約15％庫内全体が均一に速く冷えます。
庫内の-10℃までの到達時間を約８分短縮！

保冷・冷凍車のボディ内装に上から貼るだけで冷却効果が得られます。（※実験結果より）

また、断熱材入り壁の厚みを50％カットできる可能性があります。

車両販売業界、定温輸送業界の活性化にも貢献します。

【シート貼り付け前】

設備
無テンションカーボンウェーブⓇシート 自動貼り合わせ機械装置 （社内設備）

2トン車に使用している冷凍機の
性能で4トン車を冷やせます。

【シート貼り付け後】

保冷車内装



2012年6月11日 日本フルハーフ㈱
開発第一グループ
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保冷・冷凍車用カーボンウェーブⓇシート試験

１．試験目的
「保冷・冷凍車用カーボンウェーブⓇシート」（以下、シートと表記）の有無が冷凍車の冷却性能へ
与える影響を調べ、シートの評価を行う。

２．試験環境及び装置
①冷凍機：N社製FF054 冷凍能力5.1kW（外気35℃ 庫内温度0℃）
②試験用ボディ：内法長4,801×内法幅2,030×内法高2,012(mm) 断熱50(mm)

サイドドア（左側一枚）、リアドア（三枚観音開き） 某コンビニエンスストア配送車仕様
③周囲環境：恒温室内 35℃60％(RH)
④積載：空荷で試験を実施
⑤計測ポイント：１．冷凍機吹き出し温度

２．冷凍機吸込み温度
３．庫内中心温度（庫内代表）
４．庫内リア右上（冷凍機吹き出しの影響大）

                         ５．庫内リア左下（一番冷えづらい）

ドア開閉 ：リアドアを一定時間開き、庫内の温度上昇を測定。閉めた後、一定時間後に何度まで冷却されるのかを測定

1 試験方法
デフロスト試験から引き続き行う。
庫内中心が-10℃到達後、10分後にリアドアの中ドアを30秒間開放。
ドアを閉め10分間冷却。これを４回繰り返す。
30秒ドア開放→ドアを閉め10分間冷却運転→30秒ドア開放→ドアを閉め10分間冷却運転
→30秒ドア開放→ドアを閉め10分間冷却運転→30秒ドア開放→ドアを閉め10分間冷却運転

2 試験結果
ドア開放中の庫内最高温度

考察 シート有り無しによるデータの違いは顕著に表れている。

保冷車内装 試験データ



面方向は六角形の結晶
構造でアルミより
熱伝導率が高

（300W/m・K）

厚さ方向は多層構造で
熱伝導が4～5W/m・Kと
低く、断熱材として優秀

保冷車外装
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■ 壁面拡大イメージとカラー例

炭素純度99.９％の炭素シート（50μ）の表面を

アルミ蒸着しており、反射率が高く、保冷凍車の

ボディ外装に貼ることで、太陽の光を反射して熱を逃がします。

炭素シートは厚さ方向は5W/m・Kと断熱効果があり、

面方向には300W/m・Kと放熱効果があります。

内側に貼るタイプの保冷車内装用炭素シートを

使用すると、魔法瓶効果で素早く庫内の

温度が一定に冷えます。

そのため庫内を冷やす『時間の短縮・

燃料費のカット・CO2の削減』となり、

省エネで環境問題にも貢献できます。

表面プリント加工可能、洗浄可能です。

日本・米国・中国特許取得済。

■ 表面アルミ蒸着

    ・太陽光を反射します

太陽光

放 熱

断 熱

300W/m・K

5W/m・K



■ 戸建住宅の日除け ■ ウッドデッキの日除け

■ パラソル ■ 窓の日除け

■ 屋内省エネブラインド ■ 電車の省エネロールブラインド

■ ロールブラインド ■ サーバールーム（基地局）の放熱

太陽光を反射、放熱し
大幅に温度の上昇を抑制
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シートを貼るだけ、サウナストーンを変えるだけ、タイルを敷くだけで

遠赤外線効果で簡単にサウナがグレードアップします。

タイルは岩盤浴の床面や壁面にも使用できます。

● 純度99.9％の炭素は、約5万トンの加圧で固め超高温の約3,000℃の無酸素還元炉で

90日間焼成した材料から作られます。

● 遠赤外線放射率「No.1」のカーボンでより快適・効率的に体を温めます。

● 悪臭を半永久的に吸収・消臭します。

● 銀(Ag)含侵によりカビやレジオネラ菌などを抗菌するため安全です。

昨今では、アウトドアでサウナを楽しむサウナテントが行われています。

大木工藝のカーボンウェーブシートは貼るだけのためサウナテントでも活用できます。

すべて炭素を使ったサウナアイテムでより快適に
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遠赤カーボン
シート:壁用

銀による抗菌

カーボン
タイル

ロウリュ効果促進

遠赤カーボン
サウナストーン

遠赤タイル＆サウナストーン＆シート



■カーボンウェーブ シート_サウナ室実験

カーボンウェーブシートなし カーボンウェーブシートあり

■ サウナでの実験について

カーボンウェーブシートをサウナ室の一部に貼り付け、サーモカメラで撮影。
サウナ室の設定温度60度で木の壁面の温度57.6度、
カーボンウェーブシートを取り付けた場合69.5度という結果になった。

某サウナ運営企業の代表様にサウナを体験頂いたところ、
カーボンウェーブシートを取り付けた部分では明らかに体感に違いがあると、
驚嘆されていた。省エネ効果を売りにしていると思うが、
輻射熱が大変素晴らしいとのこと。

®
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昨今では、アウトドアでサウナを楽しむサウナテントが行われています。
大木工藝のカーボンウェーブシートは貼るだけのためサウナテントでも活用できます。
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炭素パネル7枚を鉄製のサウナ内側壁面に設置し、時間ごとの温度変化をレーザー式の
温度計にて測定した。測定部分は壁面の鉄・炭素パネル・炭素パネル＋断熱材、および
床面の計4か所。なお床面は炭素シートを敷き砂利をかぶせてある。

■カーボンウェーブ シート_サウナ室実験_2

■ 施工場所・測定方法について

■ 実験結果

測定日時：2023年11月18日（土）＿外気温：10℃＿ヒーター（薪ストーブ）温度：300℃

施工後11時より計測を開始。スタート時点で鉄部分と炭素パネルの温度差が16.3℃もあった。
これはサウナ上部のガラス面より降り注いだ太陽光の熱の吸収によるものであり、
炭素パネルは鉄と比べ2.57倍の熱を保持していた。

火を入れてわずか10分で炭素シートおよび炭素シート＋スタイロフォーム（以下断熱材）の
温度上昇が顕著となった。１時間後には炭素シートが78.8℃、炭素シート＋断熱材が
76℃となり、鉄の35.7℃を大幅に上回る結果となった。１時間後に薪が燃え尽きた際の
温度も炭素シートは58.7℃あり十分に暖かさを保っていた。

現地のスタッフの方にサウナに入って頂き、従前との違いを伺ったが、以前はヒーターの
周りのみ暖かく、壁面は寒かったが、今回は全体的に暖かくなっていて驚いたという
感想を頂いた。壁面の炭素パネルの輻射熱による効果が大きいと思われるが、
遠赤外線の効果もあり、身体の内部より暖かいと感じで頂けたと思う。

また温度上昇が顕著なことから、薪の量を減らすことや火力の調整ができれば、
より省エネ、ローコストで運用が可能となる。これは電気やガスを使った従来型の
サウナでも同様であり、昨今のエネルギーコスト高が大きな問題となってきているが、
炭素シート・パネルを利用することでサウナに限らず、様々な施設で大幅な光熱費の
コストカット、省エネが実現することが分かった。



■テント生地内張用シート 構造例

■内装：
      カーボンウェーブシート＋不織布複合素材

■外装：テント生地
テント生地とカーボンウエーブ
シートの一体化も可能

■マット：
カーボンウェーブシート＋不織布複合素材

炭素シートを片側もしくは、両側から不織布に挟み
込みます。テント内側に廃プラ活性炭が入っています。

■内装・屋根：
カーボンウェーブシート
＋不織布複合素材

テント生地内張用シート

近年のアウトドアライフの多様化、また気象変動による災害、感染症による世界的パンデミックなど、

架設居住空間としてのテント需要がレジャーだけではない広がりを見せています。

大木工藝はそれらのニーズに向けて、さらに高機能な安心・安全、快適性を付加する素材を

ご提供いたします。

縁日・屋台テント、各種イベント用テント、各種日除けテント、遊戯施設テント等に
使用できます。昨今、流行しているアウトドアでサウナを楽しむサウナテントでも充分に活用できます。
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メディア掲載 情報
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2018年 12月 京都大学百周年時計台記念館
節電シート：デコカーボ®は龍谷大学 先端理工学部 物質化学科 青井芳史教授と産学連携成果発表

龍谷大学・大木工藝共同開発〈節電シート：デコカーボ®〉
共同プレス発表で、その節電効果が注目されました。

龍谷大学・大木工藝共同開発〈節電シート：デコカーボ®〉
「廃棄プラスチックの炭素化、炭素節電シートの改良を実現」の
テーマで共同プレス発表

2011年 11月 龍谷大学京都伏見区深草キャンパスにて
節電シート：デコカーボ®は龍谷大学 先端理工学部 物質化学科 青井芳史教授
グループと開発し、NHKを初め多くのマスコミに共同プレス発表



■ 京都新聞 ２０２２年６月２７日に掲載

■ ２０２２年６月２６日 大木工藝 本社に山口壮環境大臣・大岡副大臣夫人が
「廃プラ・廃車・廃衣料の炭化と有効利用でCO2削減技術」の視察と説明を聞きに来社されました。

山口壮環境大臣

弊社の省エネ炭素節電シート「デコカーボ®」
にも大変興味を持っていただき、「必要な
支援があれば省の担当か、副大臣に
相談するように」とのありがたいお言葉を
頂きました。

壁用に50ミクロンに圧縮加工した
炭素節電シート
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マイクロ波と熱による炉
比表面積3,000～3,600㎡/g

マイクロ波と熱によるハイブリッド
廃プラスチック高機能炭化装置

〈Ａランク〉回収PET原料より電気自動車用
キャパシタ電極材製造

〈Ｂランク〉クーラーフィルタ、水の浄化剤等

〈Ｃランク〉混合プラスチック材は土壌改良、
  融雪、建材などに使用

・用途に適した高機能炭素製造に対応
・国内特許３件取得、PCT特許申請中

アルカリ賦活炉・ハイブリッド炭化炉 ジェットミル 粗粉砕 混練機

粒度10μm以
下 粒度100～500μm

原料投入機水蒸気賦活炉

ロータリーキルン炉
比表面積800～1,500㎡/g

反応炉制御室 洗浄設備
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廃棄PET炭化の流れ

二次燃焼炉 屋外排ガス・排水処理設備 大木工藝 四国さぬき工場外観

比表面積測定装置 粒度分布測定装置

デジタルマイクロスコープ

電気二重層キャパシタ

廃棄ペット フレーク状に加工 炭化物(電極材用活性炭)

Ａランク Ｂランク 各種フィルタ

アルミ箔 集電体
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デコカーボ®に関する大切な内容です。よくお読みください。

【デコカーボ®の特徴】

デコカーボ®は黒鉛を壁紙に応用した様々な機能を持った世界初の商品です。
天然鱗状黒鉛を酸処理し、900～1000℃で熱すると約300倍に膨張したグラファイトと
なります。膨張したグラファイトを熱加圧すれば、お互いに絡み合いバインダーなしで
紙と同じ柔軟性のある炭素シート（デコカーボ® ）となります。

シート状にした裏側の面に紙を貼り、表側の面に通気性と衣裳性のある布や紙を貼る
ことで壁や天井、ブラインドに加工すると熱伝導率が全面方向に300W/m･K
厚さ方向に5W/m･Kの断熱性の高いシートになります。熱伝導性・導電性（結晶化した
グラファイトの特性）も高い炭素純度99.9%のシートです。
また、不燃性・耐薬品性・電磁波遮蔽・静電気除去などの優れた機能性があります。

壁や天井の断熱条件は0.041W/m･K以下ですが、原則JIS認証を取得した製品マット・
ボード・真空断熱材（外断熱）と内断熱のデコカーボ®と合わせることで冷暖両方の
効果が倍増します。 （※ 真空断熱材の場合は壁の中に使用）

2020年度国土交通省より、壁紙として不燃（認定番号：NM-5125）・
準不燃（認定番号：QM-0992）認定されました。

デコカーボ®は炭素シートとして日本で特許３件取得、米国・中国でPCT国際特許を
取得しました。6つの高機能性により電気代の大幅節約によるCO₂削減にもつながります。
炭素（純度99.9%）で作られているため自然物であり安全性の高い
SDGｓ商品であるといえます。

【取り扱い注意事項】

〇 熱で約300倍に膨張させた完全結晶の天然鱗状黒鉛を厚さ50µｍまで加圧することで
     お互いに絡み合い（嵩比重0.01）形成してできています。

〇 高い導電性・熱伝導性能を保つためバインダー等、結合剤を使っていないため、
表裏の布や紙を持って引っ張ったり剥がしたりすると黒鉛の層間剝離が起こります。

    そのため、壁などに貼った後、部分的に固いものを強く当てたり、部分的に擦ると
    膨れたり破れる恐れがあります。

〇 湿度の高い場所や通気性の悪い倉庫内に1年以上の長期の保管、直射日光の当たる
    場所での保管はお避け下さい。短期間でも裏紙や表の布、紙などの剥離やカビ、
    変色の恐れがありますので、十分にご注意下さい。

〇 デコカーボは柔軟性がありますので通常の壁紙と同じ取り扱いで問題はないですが、
    手荒く扱うことはお避け下さい。

※この商品は機能性・安全性を最重要課題に12年間大学と研究開発をして出来上がった、
国内特許３件取得、壁の断熱材・節電シートとしても米国・中国で国際特許を取得している
安全性と機能性の高い商品です。万一、上記のようなことで問題が起きても、メーカーでは
一切責任は取れませんのでご了承下さい。
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炭素研究開発型製造業 経済産業省より地域未来牽引企業
2017年認定

㈱大木工藝は持続可能な開発
目標(SDGs)を支援しています。
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